
12013 年 3月 15日号

　２月22日（金）学校給食センターでは、市内の全幼稚園、小・中学校など24施設に、「鴨
川黄金おらが丼」約3,100食分を学校給食として提供しました。これは、昨年、千葉鴨
川おらが丼協会が市内の中学生を対象に、自分が食べてみたい丼“オンリーワン鴨川ど
んぶり”を募集し、優秀賞のひとつとして選ばれた鴨川中学校の髙橋恵美さんの作品を
参考に作ったものです。「鴨川黄金おらが丼」は、鴨川産コシヒカリの上に鴨川産ヒジキ、
タマネギ、ニンジンなどを使用したかき揚げをのせて、その上に卵やエダマメ、カレー
粉などで作られた“黄金あん”をかけて仕上げました。発案者の髙橋さんは「想像以上
においしかった」とうれしそうに食べていました。
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学校給食に「黄金おらが丼」

わ
た
し
が
考
え
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
！

市キャラクター  
ななちゃん、たいようくん、まっつー
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
は
、

東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
福
島

第
一
原
発
事
故
が
発
生
し
、
東

北
地
方
は
も
と
よ
り
、
千
葉
県

に
も
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
、
そ
の
震
災
後
す
ぐ
に
は
、

医
療
機
関
と
連
携
し
た
多
く
の

避
難
者
の
受
け
入
れ
な
ど
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「郷
さとや ま

山・郷
さと う み

海が  輝く鴨川の発展」に尽力
４年の任期を  終え片桐市長が退任

　
新
鴨
川
市
の
二
代
目
市
長
と
な
る
片
桐
有
而
市
長
が
、
１
期
４
年
間
に
わ
た
る
市
政
運
営
を
終
え
、

３
月
12
日
（
火
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
鴨
川
の
た
め
に
、「
人
間
尊
重
、

自
然
を
敬
う
、市
民
生
活
優
先
」
を
政
治
理
念
に
掲
げ
、「
気
配
り
、目
配
り
が
行
き
届
い
た
行
政
運
営
」

を
図
り
な
が
ら
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
鴨
川
づ
く
り
に
向
け
て
大
き
く
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
誌
面
で
は
、片
桐
市
政
を
心
か
ら
称
え
、そ
の
功
績
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
片
桐
市
長
は
、
平
成
21
年
３

月
に
２
代
目
の
鴨
川
市
長
に
就

任
し
、１
期
４
年
間
に
わ
た
り
、

市
政
の
運
営
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
”ふ
る
さ
と
鴨
川
“の
発

展
に
向
け
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
５
か

年
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
懇
談
会
や
ふ

れ
あ
い
道
端
ト
ー
ク
な
ど
を
通

じ
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
市
民

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、
市

民
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
最

優
先
施
策
の
一
つ
と
な
る
教
育・

保
育
環
境
の
整
備
で
は
、
江
見

中
学
校
と
鴨
川
中
学
校
を
統
合

し
た
「
新
鴨
川
中
学
校
」
の
建

設
工
事
や
天
津
・
東
条
小
学
校

校
舎
の
耐
震
大
規
模
改
修
工
事

な
ど
の
大
型
事
業
を
進
め
て
き

た
ほ
か
、
東
条
保
育
園
の
充
実

に
向
け
た
用
地
取
得
な
ど
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

｢

新
鴨
川
中｣

建
設
工
事
な
ど

教
育
環
境
の
整
備
を
推
進

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
福
祉
面
で
は
、

「
安
房
地
域
で
唯
一
と
な
る
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
」
の
拡

大
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
24
時
間
サ

ー
ビ
ス
の
「
福
祉
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
」
の
開
設
、
各
種
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
制

度
の
創
設
、
さ
ら
に
は
、
国
の

「
安
心
生
活
創
造
事
業
」
に
よ

り
、
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

看
護
師
等
修
学
資
金
貸
付
制
度

の
創
設
や
亀
田
医
療
大
学
の
設

立
に
向
け
て
の
支
援
な
ど
、
地

域
の
保
健
医
療
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
地
域
経
済
基
盤
の
強

化
を
重
視
し
、
枝
豆
「
鴨
川
七

里
」
や
鮮
魚
「
船
上
活
〆
」
な

ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
地

場
産
品
の
振
興
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
対

策
へ
の
積
極
的
な
支
援
や
、
漁

港
や
ほ
場
整
備
な
ど
生
産
基
盤

の
充
実
に
努
め
、
さ
ら
に
は
、

市
民
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
を
得

て
い
る
新
築
住
宅
の
取
得
と
リ

フ
ォ
ー
ム
費
を
助
成
す
る
「
マ

イ
ホ
ー
ム
こ
こ
ろ
配
り
事
業
」

を
新
し
く
創
設
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
弁
天
橋
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
魚
見
塚
一
戦
場
公
園
の

整
備
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ

の
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
快
適
な
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、
魅

力
あ
る
市
街
地
づ
く
り
と
し
て
、

鴨
川
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
開

設
以
来
の
抜
本
的
な
整
備
を
実

施
し
た
ほ
か
、
鴨
川
北
部
道
路

に
接
続
す
る「
市
道
八
幡
東
線
」

の
開
通
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
、
仮
称
・
市
道
貝
渚
大
里
線

貝
渚
橋
の
架
け
替
え
事
業
へ
の

着
手
な
ど
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
や

ゆ
め
半
島
「
千
葉
国
体
」
ボ
ク

シ
ン
グ
競
技
の
開
催
、
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
「
輪
廻
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ

ェ
」
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
を

通
じ
て
、
積
極
的
に
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
59
年
以
来
の
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
・
大
山

千
枚
田
へ
の
御
製
碑
建
立
、
本

多
前
市
長
の
名
誉
市
民
推
戴
、

市
民
憲
章
と
市
の
花
・
木
・
魚

の
制
定
、
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
制
作
な
ど
、
幅
広
い

分
野
に
わ
た
る
ソ
フ
ト
事
業
も

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

  

市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」 ▲鴨川駅西口ロータリーの抜本的な整備を実施
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４
年
前
の
市
長
選
挙
の
結
果
、

合
併
協
議
を
共
に
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
本
多
利
夫
前
市
長

「郷
さとや ま

山・郷
さと う み

海が  輝く鴨川の発展」に尽力
４年の任期を  終え片桐市長が退任

市
民
皆
様
に
感
謝

鴨
川
市
長　
片
桐
有
而

の
後
を
受
け
、
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
ま
ず
私
は
「
市
民

生
活
優
先
」
な
ど
の
政
治
理
念

の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
元

気
で
安
心
に
、
さ
ら
に
若
い
人

が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
、
市
政
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　
併
せ
、
市
政
運
営
の
要
と
な

る
市
職
員
に
は
、時
代
の
変
化
、

社
会
の
変
質
、
価
値
観
の
多
様

化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
基
本
に
、
市
政
全

般
に
つ
い
て
は
第
２
次
５
か
年

計
画
を
推
進
す
る
も
、
特
に
、

本
市
の
将
来
に
向
け
、
地
域
経

済
活
性
化
と
行
財
政
改
革
の
強

化
を
重
要
と
し
、
呼
応
し
た
施

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
一
例
と
し
て
、
子
ど
も
医
療

費
の
自
己
負
担
軽
減
、
妊
婦
検

診
の
通
常
検
診
回
数
と
な
る
14

回
の
助
成
、
ひ
と
り
暮
ら
し
支

援
体
制
の
構
築
、
一
方
、
本
市

初
の
取
組
で
は
、
住
宅
取
得
・

リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
事
業
創
設

の
ほ
か
、
新
鴨
川
中
学
校
建
設

に
お
い
て
大
手
の
受
注
者
に
対

し
地
元
企
業
を
３
割
参
加
さ
せ

る
方
法
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、北
部
道
路
延
伸
対
策
、

実
入
バ
イ
パ
ス
着
手
、治
安
橋
、

波
太
橋
改
修
な
ど
県
事
業
の
促

進
や
、
若
者
が
集
う
亀
田
医
療

大
学
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
秋
季
鴨
川
キ
ャ
ン
プ
の
促
進
、

他
方
、
合
併
時
２
億
円
台
の
財

政
調
整
基
金
も
今
や
28
億
円
近

く
と
な
り
、
短
期
間
な
が
ら
明

日
の
元
気
な
鴨
川
づ
く
り
に
向

け
た
基
盤
づ
く
り
が
で
き
た
も

の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
私
は
、
40
有
余
年
ぶ
り

の
市
町
合
併
を
成
し
得
、
こ
の

こ
と
を
も
と
に
、
こ
の
４
年
間

に
わ
た
り
新
た
な
基
盤
づ
く
り

に
全
精
力
を
傾
注
で
き
た
こ
と

と
、
２
年
前
の
東
日
本
大
震
災

対
策
に
お
け
る
各
種
事
業
・
支

援
活
動
が
、
先
駆
的
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
報
道
さ
れ
、
多
く
の

市
民
を
は
じ
め
皆
様
に
寄
与
で

き
ま
し
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
２

点
は
、
明
日
の
鴨
川
市
づ
く
り

の
た
め
の
大
き
な
施
策
で
あ
っ

た
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
郷さ
と
や
ま山

・
郷さ

と
う
み海

の
恵
み
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
文
化
の
香
り
高

い
元
気
な
鴨
川
市
の
発
展
を
祈

念
し
、市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
厚
情
に
感
謝
し
、
退
任
の
挨

拶
と
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲ワンストップ 24 時間サービスの
　「福祉総合相談センター」を新設

ま
た
、
こ
の
災
害
を
教
訓
に
、

他
市
町
村
に
先
駆
け
た
津
波
避

難
訓
練
の
実
施
、
防
災
マ
ッ
プ

の
改
訂
や
津
波
避
難
ビ
ル
44
棟

の
指
定
、
各
種
の
放
射
性
物
質

の
検
査
の
ほ
か
、
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
継
続
的
に

進
め
る
な
ど
、
市
民
皆
さ
ん
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
安

心
・
安
全
で
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
１
期
４
年
間
に
わ

た
り
片
桐
市
長
は
、
「
郷さ
と
や
ま山
・

郷さ
と
う
み海
が
輝
く
鴨
川
の
発
展
」
、

そ
し
て
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
、
明
日
へ
の
希
望
を
持

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
念
願
し
、
そ
の

基
盤
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
市

政
の
伸
展
、
地
域
の
振

興
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
大
き
く
寄
与
し
ま
し

た
。
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　２月１日（金）に開会し、22日間の会期で審議が
行われていた平成25年第１回鴨川市議会定例会（２
月議会）は、全議案を原案どおり可決して２月22日
（金）に閉会しました。議案は、条例の制定や一部
改正、平成24年度補正予算、新年度予算などのほ
か、最終日に議会提出による条例の一部改正など３
件が追加され、合計28件となりました。なお、可決
された議案の主な内容は次のとおりです。

　
人
権
擁
護
委
員
の
野
田
純
氏

の
辞
任
と
、
嶋
津
辰
次
郎
氏
の

６
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
久
保
誠
氏
（
62
歳
・
上
小

原
）
、
岡
野
栄
子
氏
（
62
歳
・

天
津
）
の
法
務
大
臣
へ
の
推
薦

に
つ
い
て
、
異
議
の
な
い
旨
、

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
鴨
川
市
長
選
挙
は
、
２
月
24

日
（
日
）
に
告
示
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
前
鴨
川
市
教
育
長
の
長

谷
川
孝
夫
氏
（
64
）
の
ほ
か
に

立
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

「
無
投
票
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
３
月
３
日

（
日
）
に
選
挙
会
を
開
き
、
長

谷
川
氏
の
当
選
を
正
式
に
決
定

し
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
８
４
５
〕
へ

条
例
の
制
定
や
新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決

２
月
市
議
会
定
例
会
が
閉
会

新
年
度
一
般
会
計
予
算（
骨
格
予
算
）は

１
３
８
億
６
８
０
０
万
円
に

条
例
の
制
定

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

　

対
策
本
部
条
例

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
設

置
す
る
本
市
対
策
本
部
に
つ
い

て
、
組
織
や
会
議
な
ど
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に

　

関
す
る
条
例

　
本
市
か
ら
の
要
請
で
、
国
民

保
護
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
の
た

め
、
住
所
を
離
れ
て
市
内
に
滞

在
す
る
派
遣
職
員
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
武
力
攻
撃
災
害
等
派

遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

平
成
24
年
度
補
正
予
算

　

 一 

般
会
計
と
国
民
健
康
保
険・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

の
各
特
別
会
計
、
水
道
・
病
院

の
各
事
業
会
計
の
補
正
で
す
。

　
そ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
は
、
歳
入
・

歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９
２
０
９

万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
は

１
５
５
億
５
０
８
９
万
１
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
の

内
容
は
、
本
年
度
の
事
務
事
業

経
費
が
お
お
む
ね
確
定
し
た
こ

と
か
ら
減
額
調
整
し
た
も
の
で

す
。
一
方
、
新
た
に
追
加
す
る

事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

平
成
25
年
度
予
算

　
平
成
25
年
度
鴨
川
市
の
予
算

総
額
は
、
２
５
１
億
２
７
７
４

万
５
千
円
で
す
。

　
一
般
会
計
は
、
市
長
選
挙
を

控
え
て
い
た
た
め
、
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
、
総
額
は
１
３

人
事
案
件

ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

事
業
（
５
８
５
０
万
円
）
＝
国

の
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
災

害
に
備
え
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
再

構
築
事
業
と
し
て
、
道
路
施
設

の
総
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
道
路
の
舗
装

修
繕
工
事
と
通
学
路
の
交
通
安

全
対
策
工
事
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

８
億
６
８
０
０
万
円
で
す
。
ま

た
、
特
別
会
計
の
合
計
は
85
億

１
８
６
７
万
４
千
円
、
企
業
会

計
の
合
計
は
27
億
４
１
０
７
万

１
千
円
で
す
。一
般
会
計
の
主

な
事
業
や
会
計
別
の
予
算
規
模

な
ど
は
次
号
の
広
報
誌
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市長選挙
長谷川孝夫氏が
無投票当選
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　市では、４月１日（月）から、コミュニティバス・清澄ルー
トで「デマンド方式（予約運行制）」を導入します。清澄寺を
越えて奥清澄までの区間で、デマンド運行便に乗車される場合
は、事前に左記の予約専用ダイヤルにご連絡をお願いします。
■デマンド運行とする便・区間
▷上り（奥清澄→清澄寺までの区間）：第３便～第６便
▷下り（清澄寺→奥清澄までの区間）：第２便～第６便
・天津小湊支所⇔清澄寺の区間は、すべての便について、これ
まで通りの定常運行となります

・天津小湊支所方面へ向かう上りの第１便・第２便と、奥清澄
方面へ向かう下りの第１便については、全区間でこれまで
通りの定常運行を行います。定常運行便の利用に当たって
は、予約は不要です

　
３
月
17
日
（
日
）
の
投
票
日

に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚

葬
祭
、
買
い
物
な
ど
で
投
票
所

に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
３
月
16
日（
土
）ま
で

■
場
所
・
時
間　

①
市
役
所
４
階
会
議
室
＝

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

②
天
津
小
湊
支
所
１
階
＝

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
天
津
小
湊
支
所
で
期
日
前
投

票
で
き
る
人
は
、
天
津
小
湊

地
区
の
方
の
み
で
す

◎
入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
で

き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８

４
５
〕
へ

県知事選挙
投票日は３／17（日）

　
任
期
満
了
に
伴
う
「
千
葉
県
知
事
選
挙
」
は
、
３
月
17
日

（
日
）
が
投
票
日
で
す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
。
こ
れ
か
ら
の
県
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
投
票
で
き
る
人

　
投
票
日
に
市
内
で
投
票
で
き

る
人
は
、
平
成
５
年
３
月
18
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
市
内
に
３
か

月
以
上
（
平
成
24
年
12
月
１
日

ま
で
に
転
入
届
）
居
住
し
て
い

る
方
で
す
。

ほ
か
の
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
人

　
平
成
24
年
12
月
２
日
以
降
に
、

県
外
の
市
町
村
か
ら
転
入
の
届

出
を
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

　
県
内
の
市
町
村
か
ら
転
入
の

届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
市
内
で

の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
旧

住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
内
転
居
を
し
た
人

　
２
月
26
日
（
火
）
ま
で
に
市

内
転
居
の
届
出
を
し
た
方
は
、

転
居
先
の
地
区
の
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す
。

　
２
月
27
日
（
水
）
以
降
に
届

出
を
し
た
方
は
、
転
居
前
の
地

区
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

開
票

　
開
票
は
即
日
開
票
で
、
午
後

９
時
か
ら
市
役
所
４
階
の
会
議

室
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
投
開
票
状
況

に
つ
い
て
は
、
随
時
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
16
日
（
土
）
ま
で

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

４/１（月）～ デマンド方式（予約運行制）を導入

コミュニティバス【清澄ルート】コミュニティバス【清澄ルート】
 「清澄寺」～「奥清澄」の区間で
乗車する場合は、一部の便で
事前に電話予約が必要となります

コミュニティバス清澄ルート

予約専用ダイヤル（フリーダイヤル）
０１２０（２１０）１７５

（受付時間　午前８時～午後６時）
※乗車時間の30分前までにご連絡をお願いします

　詳しくは、広報３月１日号または市公共施設に備え付けのパンフレットをご覧ください。
※問い合わせは、企画政策課〔☎（7093）7828〕へ
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　「子ども医療費助成制度」のうち、「入院」について、
対象年齢が中学校３年生まで拡大されています。小学校
４年生から中学校３年生までのお子さんが入院された場
合、入院医療費の助成を受けるためには申請が必要です。
申請がお済みでない方は、３月 29日（金）までに申請
してください。期限を過ぎると、申請日以降の入院医療
費しか助成できませんので、ご注意ください。
■申請に必要なもの　子ども医療費助成申請書、印鑑
（シャチハタ以外）、対象となるお子さんの加入医療保
険証の写し、平成 24 年度課税証明書（保護者が平成 24
年１月１日に鴨川市に住所がなかった場合のみ）
中学３年生のお子さんの保護者の方
○受給券を返却してください
　すでに申請がお済みの方のうち、中学３年生のお子さ
んは、３月 31日（日）で助成期間が終わります。３月
末に「子ども医療費助成受給券返納届」を送付しますの
で、返納届を添えて受給券を返却してください。
小学３年生のお子さんの保護者の方
○新しい受給券が切り替わります
　小学３年生のお子さんは、小学４年生になる４月に受
給券が入院用のものに切り替わります。３月末に新しい
受給券と「子ども医療費助成受給券返納届」を送付しま
すので、返納届を添えて古い受給券を返却してください。
■問い合わせ　ふれあいセンターの福祉課児童係〔☎
（7093）7112〕へ

看
護
師
な
ど
を

   
目
指
す
方
へ

 

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
看
護
師
や
准
看
護

師
を
養
成
す
る
大
学
や
学
校
、

養
成
所
に
在
学
し
、
将
来
、
安

房
郡
市
内
で
勤
務
し
よ
う
と
す

る
方
を
対
象
に
、「
修
学
資
金
」

を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
修
学
資
金
の
新
規
貸
付

申
請
を
４
月
１
日
か
ら
30
日
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方

▽
看
護
師
や
准
看
護
師
を
養
成

す
る
大
学
や
学
校
、
養
成
所
に

在
学
し
て
い
る
方

▽
本
人
ま
た
は
親
、
配
偶
者
、

親
族
が
１
年
以
上
市
内
に
在
住

▽
将
来
、
安
房
郡
市
内
で
看
護

師
、
准
看
護
師
の
業
務
に
従
事

す
る
意
思
が
あ
る
方

■
修
学
資
金
の
概
要

▽
貸
付
利
息　
無
利
息

▽
貸
付
期
間　
正
規
の
修
学
期

間
が
終
了
す
る
月
ま
で

▽
貸
付
方
法　
毎
月
の
定
額
貸

付
（
３
万
円
以
内
）

■
返
還
の
免
除

　
修
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
受

け
た
方
が
、
看
護
師
な
ど
の
免

許
を
取
得
し
た
後
に
貸
付
期
間

と
同
じ
期
間
、
安
房
郡
市
内
の

医
療
機
関
で
看
護
師
業
務
に
従

事
し
た
場
合
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
場
合
、
修
学
資

金
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
30
日

（
火
）
ま
で

■
申
請
書
類

　
修
学
資
金
貸
付
申
請
書
、
誓

約
書
、
保
証
書
な
ど

■
申
請
書
類
提
出
先
・
問
い
合

わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
健

康
推
進
課
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
１
１
１
〕
へ
。
申
請
書
類
は

同
課
に
て
配
布
す
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申請は４/30まで

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
ティア
を
募
集
中
！

　

市
で
は
、「
市
民
一
人
ひ
と

り
が
輝
く
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、「
だ
れ

で
も
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
」

学
べ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
を
整
備
し
、
人
材
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
募
集
の
分
野
は
、
料
理
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
、
語

学
、
美
術
、
工
芸
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教

え
る
方
法
も
、
講
話
や
実
技
・

実
演
、
技
術
支
援
、
補
助
な
ど

ス
タ
イ
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
何
か
ひ
と
つ
で
も
、
ご
自
分

が
知
っ
て
い
る
こ
と
や
得
意
な

こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
や
市
民

の
皆
さ
ん
に
教
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
「
こ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
ら
教
え

ら
れ
そ
う
」、「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
天
津
小

湊
支
所
２
階
の
生
涯
学
習
課

〔
☎
（
７
０
９
４
）
０
５
１
５
〕

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子ども医療費助成制度【小４～中３の入院】
受給対象者は３/29（金）までに申請を
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　市では、犬を飼う場合に義務づけられている
登録（一生に１回）と狂犬病の予防注射（生後
91 日以上の犬を対象に毎年１回）を右の日程で
行います。すでに登録してある犬の飼い主には、
登録犬の問診票（はがき）を事前に郵送してい
ます。今回、初めて登録する犬の飼い主は、問
診票を環境課や天津小湊支所、お近くの出張所
で受け取り、ご記入のうえ最寄りの会場へお持
ちください。

■手数料（一頭あたり）
▷すでに登録を受けた犬
　＝注射済票と注射料の３，３５０円
▷今年初めて登録する犬
　＝注射済票と注射料、登録料の６，３５０円  

・当日は、交通事情やその他事情により、開始・終
了時間が多少前後することもあります。会場へは
時間に余裕を持っておいでください

・最寄りの会場で都合の悪い方は、ほかの会場でも
受けられます
・期間中に受けられない方は、問い合わせくだ

さい
・犬の性格や健康状態を熟知
し、しっかりと犬をおさえら
れる方が付き添ってください
・会場での犬のフンの後
始末は、飼い主でお願い
します
※悪天候の場合は日
程を変更することが
あります。問い合わ
せは、環境課〔☎
（7093）7838〕へ

犬の登録と
狂犬病の
予防注射
【４月２日（火）から地区別に】

期 日 時　間 会　　場

4/2
（火）
大　山
吉　尾
主　基

9:00 ～ 9:10 太田代公会堂
9:25 ～ 9:50 平塚区民センター
10:05 ～ 10:30 大山公民館（旧大山小学校）
10:40 ～ 11:00 奈良林青年館
11:10 ～ 11:20 小金精米所
11:30 ～ 11:50 南房総みるく農協吉尾支所
13:00 ～ 13:25 吉尾公民館
13:35 ～ 13:55 長狭老人いこいの家
14:05 ～ 14:25 南小町コミュニティーセンター

4/3
（水）

主　基
田　原
西　条

9:00 ～ 9:20 主基公民館
9:30 ～ 9:45 成川やすらぎの家
9:55 ～ 10:15 北小町消防小屋
10:25 ～ 10:35 下小原青年館（諏訪神社）
10:45 ～ 11:05 池田公会堂
11:15 ～ 11:40 田原公民館
11:55 ～ 12:05 川代青年館
13:15 ～ 13:35 鴨川市営球場脇（大里）
13:45 ～ 14:00 滑谷青年館
14:10 ～ 14:35 西条公民館

4/4
（木）

江　見
曽　呂
太　海

9:00 ～ 9:15 江見北区公会堂
9:25 ～ 9:45 花の駅駐車場
9:55 ～ 10:15 江見公民館
10:25 ～ 10:40 オーシャンパーク 海側駐車場
10:55 ～ 11:05 横根の寺
11:20 ～ 11:30 天面消防小屋
11:45 ～ 12:05 宮消防小屋
13:15 ～ 13:25 代公会堂
13:35 ～ 13:45 二子屋台小屋
14:00 ～ 14:15 畑青年館
14:25 ～ 14:35 風早バス停
14:50 ～ 15:00 西消防小屋
15:15 ～ 15:35 曽呂公民館

4/5
（金）

天　津
浜　荻
東　条

9:00 ～ 9:15 浅間神社下
9:25 ～ 9:45 漁協浜荻出張所
9:55 ～ 10:10 浜荻（北浦市雄宅前）
10:25 ～ 10:35 袋倉（鎌田宅前）
10:50 ～ 11:10 浦の脇バス停八幡神社
11:20 ～ 11:50 食事処しばやま前 シーワールド駐車場
12:00 ～ 12:10 須賀神社裏（広場地区）
13:20 ～ 13:35 渚の谷団地入口
13:45 ～ 14:15 和泉公会堂
14:25 ～ 14:55 東条公民館

4/8
（月）

西　条
鴨　川
太　海

9:00 ～ 9:15 美の口バス停先元房総セレモニー前
9:25 ～ 9:45 粟斗公会堂
10:00 ～ 10:30 市立図書館駐車場
10:45 ～ 10:55 岡貝渚公会堂
11:05 ～ 11:35 体育センター駐車場
11:50 ～ 12:10 市民会館駐車場
13:20 ～ 13:35 鴨川小学校入口
13:50 ～ 14:00 黒潮荘駐車場
14:15 ～ 14:35 太海公民館

4/9
（火）

四方木
清　澄
天　津
内　浦
小　湊

9:00 ～ 9:10 四方木青年館前
9:25 ～ 9:35 重兵衛駐車場
9:45 ～ 9:55 坂本鳥居館前
10:05 ～ 10:15 居酒屋彩り下
10:25 ～ 10:45 天津小湊公民館前
10:55 ～ 11:10 漁協本所（天津）
11:20 ～ 11:40 滝口茂夫商店脇
11:50 ～ 12:00 寄浦（松本宅前）
13:10 ～ 13:30 コミュニティセンター小湊
13:40 ～ 13:50 奥谷青年館前
14:05 ～ 14:15 旧小湊出張所跡
14:25 ～ 14:35 旧ホシ写真館前
14:45 ～ 14:55 小湊青年館前
15:05 ～ 15:15 漁村センター脇

〈狂犬病予防注射の日程〉

忘れない
  でね!!
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12
月
議
会
会
議
録

市
政
協
力
員
の
交
代

土
地・家
屋
評
価
額
の
縦
覧

新
し
い「
国
民
健
康
保
険
証
」

配
布
し
て
い
ま
す

連
絡
は
市
民
交
流
課
へ

税
務
課
で
資
産
の
確
認
を

３
月
下
旬
に
加
入
世
帯
へ
郵
送

　
平
成
24
年
第
４
回
市
議
会
定

例
会
（
12
月
議
会
）
の
会
議
録

を
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
費
用
は

無
料
で
す
。

　
ま
た
、
閲
覧
用
の
会
議
録
を

各
公
民
館
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、議
会
事
務
局〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
８
２
５
〕
へ

　
「
国
民
健
康
保
険
」
の
保
険

証
は
、
毎
年
、
４
月
か
ら
新
し

く
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
を
３
月
下
旬

に
、
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し

ま
す
の
で
、
４
月
１
日
以
降
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

は
、
こ
の
保
険
証
を
窓
口
に
掲

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
お
使
い
の
保
険

証
は
、
３
月
31
日
で
期
限
切
れ

と
な
り
ま
す
の
で
、
４
月
以
降

に
返
却
く
だ
さ
い
。「
後
期
高

齢
者
医
療
」
の
保
険
証
の
有
効

　
市
で
は
、
お
知
ら
せ
文
書
の

配
布
や
回
覧
な
ど
、
地
域
と
行

政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

各
地
区
の
区
長
・
町
内
会
長
・

隣
組
長
の
皆
さ
ん
に
「
市
政
協

力
員
」を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
末
で
市
政
協
力
員
の
任

期
が
終
了
す
る
方
へ
、
２
月
中

に
交
代
用
の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
新
し
い
市
政
協

　
市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性

や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
固

定
資
産
税
の
土
地
・
家
屋
縦
覧

帳
簿
を
、
納
税
者
皆
さ
ん
に
お

見
せ
し
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿
で
は
、
市
内
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
税
者

本
人
の
資
産
と
ほ
か
の
資
産
を

比
較
し
た
り
、
適
正
な
評
価
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間　
４
月
１
日（
月
）

か
ら
４
月
30
日（
火
）ま
で（
土・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
場
所　
市
役
所
１
階
税
務
課

■
縦
覧
で
き
る
方　
納
税
者
本

人
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者
か

ら
の
委
任
状
が
あ
る
方
（
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
）

■
縦
覧
で
き
る
内
容　
市
内
の

土
地
や
家
屋
の
地
番
、
面
積
、

評
価
額
な
ど

※
ご
自
分
の
固
定
資
産
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
固
定
資

広報写真でみる鴨川市展
～ 一瞬の感動を今再び ～

■期　日
■場　所
■内　容

３月16日（土）～31日（日）〔月曜日は休館〕
市民ギャラリー〔☎（7093）2366〕
平成 24年中に撮影された広報写真のなか
から、市内で行われた行事やイベント、出
来事など写真約50点を展示し紹介します。
入場は無料

期
限
は
、
７
月
31
日
で
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
修

学
の
た
め
に
、
住
所
を
移
す
場

合
は
在
学
証
明
書
を
持
参
し
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ

も
窓
口
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
生
活
課
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
８
３
９
〕
ま
た
は
天
津
小
湊

支
所
、
吉
尾
・
江
見
・
小
湊
出

張
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
認
定
証

や
入
院
時
の
食
事
療
養
費
な
ど

の
給
付
を
受
け
る
に
は
、
所
得

税
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。
未
申
告
の
方
は
、
お
早

め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
納
付
の
相
談
は
税
務
課
へ

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
保
険
証
の
有
効

期
限
が
短
く
な
っ
た
り
、
医
療

費
を
全
額
、
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
方

は
税
務
課
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
８
３
２
〕へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、「
退

職
者
医
療
制
度
」
に
該
当
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
現
在
、

65
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
で
、

年
金
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上

（
も
し
く
は
40
歳
以
上
の
加
入

期
間
が
10
年
以
上
）
あ
る
場
合

で
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
国
民
健
康

保
険
証
、
年
金
証
書
を
持
参
の

う
え
、
市
民
生
活
課
ま
た
は
天

津
小
湊
支
所
、
吉
尾
・
江
見
・

小
湊
出
張
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
医

療
費
の
一
部
が
社
会
保
険
な
ど

の
拠
出
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
国

保
の
適
正
な
運
営
の
た
め
に
も

切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

力
員
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、市
民
交
流
課〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
８
２
２
〕
へ

産
課
税
台
帳
な
ど
の
閲
覧
も

行
っ
て
い
ま
す
。
縦
覧
期
間
中

で
あ
れ
ば
費
用
は
無
料
で
す

※
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、

税
務
課
で
応
じ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
不
服
が
あ
る
場
合
に

は
、「
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
」
に
審
査
の
申
し
出
が
で

き
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固

定
資
産
税
係〔
☎（
７
０
９
３
）

７
８
３
２
〕
へ

「
退
職
者
医
療
制
度
」へ

切
り
替
え
を

2012年
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分
別
の
徹
底
に
ご
協
力
を

危
険
物
の
取
扱
者
試
験

し
尿
収
集
業
務
が
民
間
委
託
に

造
林・間
伐
事
業
に
補
助
金

相
談
は
関
東
財
務
局
へ

「
保
護
司
」を
ご
存
じ
で
す
か

ご
み
の
持
ち
込
み

館
山
市
で

４
月
１
日
か
ら
一
部
地
域
で

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

更
生
保
護
の
活
動
を
担
う

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月

１
日
か
ら
、
小
湊
・
天
津
（
浜

荻
を
除
く
）
の
地
域
で
、「
し

尿
収
集
」
業
務
を
民
間
会
社
に

委
託
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
へ
汲
み
取
り
に
伺
う

収
集
車
は
委
託
先
の
車
と
な
り

ま
す
が
、
汲
み
取
り
の
注
文
や

申
し
込
み
、
料
金
の
支
払
い
は

今
ま
で
ど
お
り
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
長
狭
、
田
原
、
西
条

（
滑
谷・八
色
）、
鴨
川
（
横
渚
）

地
域
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か

ら
民
間
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
清
掃
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
４
月
よ
り

民
間
の
許
可
業
者
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
セ

ン
タ
ー
〔
☎
（
７
０
９
２
）

１
０
０
９
〕
へ

　
年
度
末
は
引
越
し
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
の
排
出
が
増
え
る
時

期
で
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
搬
入
は
正
し
く
分
別
の

　
保
護
司
は
、
地
域
で
更
生
保

護
活
動
を
担
う
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

刑
務
所
や
少
年
院
を
出
て
、

「
保
護
観
察
」
を
受
け
る
こ
と
に

　
「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」

が
、
今
年
３
月
末
に
期
限
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
は
、
借
金
返
済

う
え
、
な
る
べ
く
指
定
袋
を
使

用
し
、
受
付
日
・
時
間
な
ど
を

確
認
し
て
か
ら
持
ち
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

正
し
く
分
別
が
さ
れ
て
い
な

い
と
計
量
作
業
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

指
定
袋
（
燃
や
せ
る
ご
み
用
）

を
使
用
し
な
い
場
合
や
粗
大
ご

み
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
つ
り
の
な
い
よ
う
、
小

銭
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
鴨
川
清
掃
セ

ン
タ
ー
〔
☎
（
７
０
９
３
）

５
３
０
０
〕
へ

■
試
験
日　
６
月
２
日
（
日
）

■
会
場　
県
立
館
山
総
合
高
校

■
試
験
の
種
類
・
受
験
料

甲
種
５
０
０
０
円
、
乙
種
３
４
０

０
円
、
丙
種
２
７
０
０
円

◎
受
験
者
の
た
め
の
講
習
会

■
日
時　
４
月
25
日
（
木
）
午

前
９
時
30
分
か
ら

■
会
場　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　
６
１
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
し
込
み　

４
月
４
日

（
木
）
か
ら
15
日
（
月
）
ま

で
（
土
・
日
を
除
く
）
鴨
川

消
防
署
〔
☎
（
７
０
９
３
）

２
１
３
１
〕
へ

　
平
成
25
年
度
の
造
林
事
業
補

助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
造
林
の
場
所
、
面
積
、

樹
種
、
本
数
な
ど
を
把
握
し
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
市

役
所
２
階
の
産
業
振
興
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
８
３
４
〕、
ま

た
は
県
森
林
組
合
安
房
支
所

〔
☎
０
４
７
０（
47
）２
２
２

７
〕
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
森
林
の
間
伐
を
主
体

に
、
保
育
事
業
の
補
助
金
を
希

望
す
る
方
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
申
請
期
限
は
４

月
26
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

※
同
組
合
で
は
、苗
木
や
種
駒
、

原
木
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

な
っ
た
人
な
ど
を
指
導
、
援
助

す
る
ほ
か
、
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
や
そ
の
任
務
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
関
心
を
お

持
ち
の
方
は
、
千
葉
保
護
観
察

所
企
画
調
整
課
庶
務
係
〔
☎

０
４
３
（
２
０
４
）
７
７
９
１
〕

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
困
っ
て
い
る
中
小
企
業
や
住

宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手
か
ら
の
返

済
計
画
の
変
更
申
し
込
み
に
で

き
る
限
り
適
切
に
応
じ
る
よ

う
、
金
融
機
関
に
努
力
義
務
を

課
し
た
法
律
で
す
。

　
期
限
を
迎
え
て
も
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放射性物質・放射線量の検査結果〔No.31〕
 農林水産関係  問産業振興課 〔☎（7093）7834〕

測定品目
（採取場所） 採取日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134 セシウム137
ヒラメ（小湊漁港・外房沖） 2/11 1.62 2.80
原藻ヒジキ（小湊漁場） 2/12 不検出 不検出
スズキ（鴨川漁港・外房沖） 2/19 5.46 11.70
原藻ヒジキ（天津漁場） 2/23 不検出 不検出
スズキ（鴨川漁港・外房沖） 2/25 不検出 不検出

 学校給食関係 問学校給食センター 〔☎（7092）1538〕
測定品目
（生産地） 測定日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134 セシウム137
ナガネギ（茨城県霞ケ浦市） 2/20 不検出 不検出
ニンジン（富里市） 2/20 不検出 不検出

ホウレンソウ（八街市） 2/20 不検出 不検出
※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射性
セシウム 100 ベクレル /㎏以下

※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射性
セシウム 100 ベクレル /㎏以下（県が測定を実施）
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献血にご協力を

【 家 庭 教 育 相 談 】
◇毎週水・木・金曜日
　午前９時30分～午後３時30分
○家庭教育相談室（天津小湊公民館内）
・いじめや家庭の問題など。問い合わせ
は同相談室〔☎（7094）0910〕また
は、生涯学習課〔☎（7094）0515〕へ
【 結 婚 相 談 】
◇毎週火曜日　午後1時～４時
○福祉作業所　応接室
・相談を希望する方は事前に同作業所
〔☎（7093）0575〕へ
【 ふ れ あ い 法 律 相 談 】
◇４月２日(火)　午後1時～4時
○ふれあいセンター
◇４月16日(火) 午後1時～4時
○天津小湊保健福祉センター
・相談員は弁護士。相談を希望する方は
事前に社会福祉協議会〔☎（7093）
0606〕へ。３月25日（月）午前9
時から電話でのみ予約受付。先着順
【公証人の遺言などの相談会】
◇３月26日（火）午後１時～４時
○市役所４階会議室
・遺言や任意後見、尊厳死宣言、離婚
などの公正証書作成に関する相談会。
申し込みは館山公証役場〔☎0470
（22）5528〕へ（要予約）
※毎月第4火曜日に開催予定
【司法書士による電話相談】
◇毎週月・水曜日　午後２時～５時
　（年末年始・祝祭日を除く）
○〔　0120（971）438〕
・土地や建物、会社の登記、日常生活の
トラブル、相続、債務、賃貸借トラブ
ル、民事裁判手続きなどについて千葉
司法書士会の司法書士が相談を受付
【高齢者・障がい者のための電話法律相談】
◇毎週月曜日　午前10時～正午
　（年末年始・お盆・祝祭日を除く）
○〔☎043（227）1800〕
・法律問題にお困りの65歳以上の方や障害
のある方、またその支援者の方を対象に
弁護士が相談を受付。１人20分程度。同
一内容の相談は年1回限り
【 視 覚 障 害 者 相 談 】
◇毎週水曜日　午前10時～午後４時
　（祝祭日を除く）
○県視覚障害者福祉会館（四街道市）
・突然失明された方やお子さんが視覚
障害になった方などを対象に相談を
受付。電話相談は〔☎043（421）
6910〕へ。開設日以外は〔☎043
（421）5199・予約のみ〕へ

期　日 時　間 場　所

４月６日（土） 午前10時～11時45分、
午後1時～3時30分

イオン鴨川店
西口（国道側）
出入口付近

※献血カードをお持ちください

　 健康推進課
 〔☎（7093）7111〕へ
問

　毎年３月は「自殺対策強化月間」です。平成24年の全国の
自殺者数は、平成９年以来15年ぶりに３万人を下回り、２万
7,766人（速報値）となりました。県内の自殺者数は、近年、
1,300人前後で推移しており、市内でも毎年10人前後が自殺で
亡くなっています。
　自殺は、本人にとってこの上ない悲劇であり、さらに家族や
周りの人々に大きな悲しみをもたらし、社会全体にとっても大
きな損失になります。
　食事の量が減った、普段より疲れた顔をしている、ため息が
目立つようになった、口数が減った・・・
　あなたの周りの人が「いつもと違う」とき、まずは声をかけ
ることから始めませんか？皆さん一人ひとりの気づきと見守り
で自殺を防ぎ、大切な命を守っていきましょう。
■あなたにもできる自殺予防のための行動
＜気づき＞　家族や仲間の変化に気づき、声をかけましょう
＜傾　聴＞　本人の気持ちを尊重し、耳を傾けましょう
＜つなぎ＞　早めに専門家に相談するよう促しましょう
＜見守り＞　温かく寄り添いながら、じっくりと見守りましょう

自殺を防ぎ、大切な命を守りましょう
３月は「自殺対策強化月間」

期　日 対　象 場　所

４月３日（水） 平成 24年 9月１日～　
10月 31日生まれの乳児 ふれあいセンター

■受付時間　午後 1時から１時 30分まで

乳児の健康診査

期　日 対　象 場　所

４月２日（火） 平成 23年 9月１日～
10月 31日生まれの幼児 ふれあいセンター

■受付時間　午後１時から１時 30分まで

１歳６か月児の健康診査
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　このコーナーでは、地域の行事や活動
など、皆さんからの情報をお待ちして
います！提供いただける方は、発行日の
1か月前までに総務課秘書広報室広報
広聴係へご連絡を。

イベント・催し

日時　３月 19日（火）
　午前９時 30分～午後３時 30分
場所　子育て総合支援センター
対象　１歳未満の乳児と保護者
内容　一日中、赤ちゃんがゆった
りと遊べるスペースを用意。午
前 10時 30 分からは「ぴよぴよ
タイム」として絵本の読み聞か
せやふれあい遊び、生活リズム
のお話があります。身長・体重
も測れます。予約不要。当日は、
１歳未満のお子さんとその保護
者のみのご利用となります
問い合わせ　子育て総合支援セン
ター〔☎（7093）5001〕または、
ふれあいセンターの福祉課〔☎
（7093）7112〕へ

日時　３月25日（月）～31日（日）
　午前９時～午後５時 (初日は午前
11時から、最終日は午後３時まで)
場所　みんなみの里（入場は無料）
内容　田原公民館の教室生などが
制作した押し花など約80点の展
示。30 日・31 日（10 時 ～ 15
時）は額絵づくりの体験会も。参
加費は1,000円
問い合わせ　大場さん〔☎（7092）
3472〕へ

日時　毎週木曜日　午前９時～正午
場所　旧江見中学校の体育館
内容　気功や中国の健康医療体操の
基礎など。月１回、陳式太極拳の
第一人者・山口博永先生による本
格的な指導も。初心者・高齢者も
歓迎。お気軽に
申し込み　中山さん〔☎（7096）
0833〕へ

　市内の史跡や歴史文化財の調査を
一緒に行いませんか。毎月20日に
定例集会と、月３回程度調査研究の
活動を行っています。
問い合わせ　滝口さん〔☎（7097）
0046〕へ

日時　きょう３月15日（金）～21
日（木）午前９時～午後６時（最
終日は午後４時まで）
場所　みんなみの里（入場は無料）
内容　太海絵画クラブ員10人が油
絵・水彩で描いた風景や静物画
など約 35点を展示
問い合わせ　同クラブの草間さん
　〔☎（7096）1102〕へ

期日　３月 23日（土）
　　　午後 1時～ 2時
場所　亀田クリニック５階
内容　脳卒中後の手の麻痺につい
て、自宅でできるリハビリ方法
を紹介します。講師は作業療法
士。先着 50 人（当日受付）。参
加費は無料
問い合わせ　亀田クリニックリハ

日時　３月 31 日（日）
　　　 午後２時～４時
場所　鴨川小学校体育館
内容　鴨川少年少女合唱団によ
る「浜千鳥」や「スキー」、「旅
立ちの日に」、お父さんの男声
四重唱で「箱根八里」などを披
露。石巻市への訪問報告も。入
場は無料
問い合わせ　高橋さん〔☎（7093）
0041〕へ

子育て総合支援センター
赤ちゃんデー 第２回  太海絵画クラブ作品展

第35回リハビリ市民講座
脳卒中後の手のリハビリテーション

「押し花の仲間達」作品展

鴨川少年少女合唱団
2013春のコンサート

鴨川市郷土史研究会の会員募集

絵本タイトル
▶「はっきよい畑場所」
▶「せんろはつづく」（大型絵本）

3/23（土）午後１時 30分～市立図書館

◎詳しくは、市立図書館〔☎（7092）0312〕へ図書つうしん
がダイスキ！

　幼児から小学校低学年までを対象
に、絵本の読み聞かせや布製の手づ
くりゲーム、簡単な紙工作など。参
加費は無料。

参加者・会員募集

日時　毎週木曜日　午前 10 時 30
分～、または午後７時～
場所　太海公民館
内容　30 ～ 70 代で仲良くフラダ
ンス。初心者やお子さま連れ歓
迎。見学・体験もお気軽に
申し込み　フラサークル・プアア
イナの池田さん〔☎090（1423）
0199〕へ

フラサークルの会員募集

太極拳の会員募集

ビリテーション室〔☎（7099）
2211〕へ

今月の新刊図書（抜粋）
【小　説】
▶ａｂさんご／黒田夏子著
▶夜の底は柔らかな幻  上・下／恩田陸著
▶大人の流儀３／伊集院静著
▶神様からの宿題／山本育海・山本智子著
【児童書】
▶めだまとやぎ／西加奈子作
▶まわるおすし／長谷川義史作
▶ミヤマ物語第３部／あさのあつこ著
▶ぼくらの津波てんでんこ／谷本雄治著
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広報取材中に出会った、
「輝いている皆さん」を
紹介します！ 　「鴨川走ろう大会・小学生駅伝大会」が２

月 17日（日）、陸上競技場・周辺コースで行
われました。この大会は、大人から子どもま
で気軽にスポーツに親しんでもらい、走るこ
との楽しさを感じてもらおうと、毎年、開催
されているものです。「走ろう大会」の部で
は、５ｋｍコースに１２０人、10 ｋｍコー
スに 37人がエントリー。また、１区間１. ４
ｋｍを６人でタスキをつなぐ「小学生駅伝大
会」には、男子の部に 10 チーム、女子の部
に８チームが参加し、健脚を競い合いました。
参加者は、応援に訪れた家族や仲間たちから
の「もう少しだよ、がんばれ」という声援を
受けなが
ら、最後

約２５０人が健脚の競い合い

「走ろう大会・小学生駅伝大会」

走ろう大会の部

小学生駅伝大会の部

の力を振り絞りながらゴールを目指していまし
た。走り終えたランナーは「少し寒かったけど、
気持ちよく完走できました」と声を弾ませてい
ました。なお、コース・部門ごとの優勝は、５
ｋｍコース・鈴木裕行さん（館山市）、10ｋｍコー
ス・鈴木良典さん（安房高校）、小学生駅伝大会・
男女ともに野田ジュニア陸上クラブとなりま
した。


